山梨県コンクール　三部　佳作賞
田園風景と私とごはん　
山梨英和中学校三年　
　小林　稟果　
初夏になると、ひいおばあちゃんの家で田植えを手伝うのが私の恒例行事になっている。田植えの日は、まだ空気がひんやりとした朝早くから長靴をはいて、泥だらけになる覚悟で田んぼへと向かう。最初は、冷たくてぬるぬるした田んぼに足を入れるのがどうしても苦手だった。泥に足をとられ、なかなか思うように動けないことにイライラしたこともある。でも何年か通っていくうちに、段々とその感触にも慣れ、むしろ今では足の裏から伝わってくる泥のやわらかさが心地よく感じられるようになった。親戚の人たちと作業をしながら、いろいろなことを話す時間も、今では田植えの楽しみのひとつだ。学校のことや、おいしかったごはんの話、昔の田植えの思い出まで、話題はつきない。みんなで笑いながら苗を手に取り、黙々と植えていくうちに、なんとなく気持ちがひとつになるのを感じる。ひいおばあちゃんは、腰を深く曲げながら、一株一株丁寧に植えていく。その姿は小さくて、背中も丸まっているのに、不思議ととても力強く、真剣で、、まわりの空気が引きしまるような感じがする。私もその姿をまねして、黙って苗を植えるけれど、まだまだうまくはいかない。時々まっすぐ立たなかったり、苗と苗の間隔がバラバラになったりしてしまう。でもそんなとき、ひいおばあちゃんは怒ることなく、「大丈夫、大丈夫。そのうち上手になるよ。」と、にっこり笑って言ってくれる。その優しい声に、私は安心し頑張ろうという気持ちになる。その言葉には、長い年月田んぼに向き合ってきた人だからこその、深い経験と愛情が込められているように感じる。
家の近くにも田んぼが広がっており、犬の散歩では、あぜ道をゆっくり歩くのが日課になっている。水が張られた田んぼには空や山の景色が鏡のように映り込み、風が吹くたびに水面がやさしく揺れる。その風景は、季節ごとに様々な表情を見せてくれる。初夏には小さな苗が整然と並び、夏の終わりには深い緑が風にそよぎ、秋になると黄金色に染まった稲穂が一面に広がり、やがて収穫の気配を感じさせる。冬には静まりかえった田んぼに霜が降り、朝の光をうけてきらきらと輝く。そんな風景に触れるたび、心はふっと落ち着き、「ああ、ここに住んでいてよかったな。」と思える。田んぼは、自然の美しさと人々の営みが重なり合う、私にとって心を整える大切な場所だ。
しかし最近、以前は整備されていた田んぼが草だらけで放置されているのを見かけるようになった。農家の高齢化や後継者不足、お米の消費量の減少が原因で、田んぼをやめる人が増えているという。便利なパンや洋食に押されて、ごはん離れが進む中、このままでは日本の田んぼの風景が失われてしまうかもしれないと思うと、言葉にできないほどの切なさが心に広がっていく。
私は、ごはんには力があると思う。お腹を満たすだけではなく、人と人のつながりや、季節のうつろい、自然の恵みを感じさせてくれる。その背景には、ひいおばあちゃんのように、地道に働く人たちの努力がある。田植えや稲刈り、水の管理、草取りなど、すべてに時間と手間がかかる。でも、その努力の先に、おいしいごはんと笑顔がある。
これから先、私にできることは大きくないかもしれない。でも、まずは日々のごはんを大切にし、感謝して味わい、田植えや農作業の手伝いを通して、自然とともに生きることの尊さを忘れずに生きたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

